
L.E.M. 
2025年度の活動

京都外国語大学付属図書館



京都外国語大学付属図書館

L.E.M.とは？
L.E.M.（ Library Explore Mission ）は、京都外大図書館の中で、
日々図書館の可能性を探求し、より自由で魅力的な図書館を作
ることを目的とした学生グループです。
毎週１回のミーティングで、企画を行ったりイベント準備をす
る以外に、L.E.M.独自のミニブックトークも行っています。



・7月28日(土)
２０２３年度から始めた他大学図書館見学会。
普段なかなか見られない、他大学の図書館を見学する企画。
2025年度は、京都市と京都精華大学の共同事業で運営されてい
る、京都国際マンガミュージアムを見学および取材した。
学芸室司書の方が説明をしつつミュージアム内を案内してくださり、
普段は非公開の書庫なども見せていただいた。その後、事前に準
備していた質問に答えて下さった。
国際マンガミュージアムの名前の通り、日本国内だけでなく様々な
言語でのマンガ資料が収集されており、また、企画展「マンガと戦
争展2」や旧龍池小学校を利用した建物等も、学生達は興味深く
見学した。
見学後は自由にミュージアム内の見学を行い、その後はお借りした
研究閲覧室で意見交換会を行った。

京都国際ﾏﾝｶﾞﾐｭｰｼﾞｱﾑ見学会



・8月1日(金)
場所：丸善京都本店

学生が直接書店へ行って、図書館
のための本を選書（各自予算は３
万円以内）する、ブックハンティング
を丸善京都本店で行った。
直接書店へ行けなかったメンバー
は、ネット検索で参加した。
選んだ本の紹介などは、ポスター形
式で４号館1Fのエントランスにて、
１0月31日～１１月28日まで展示。
実際に選んできた本は、図書館1F
ギャラリーでコーナー展示を開始し
た（全て貸出し可能）。

ブックハンティング



ブックハンティング展示

・10月31日(金)～28日(木)
場所：4号館エントランス

・11月5日(水)～
場所：図書館1Fギャラリー



展示ポスター（一例）



学生選書展の期間中の11月１8日（火）に図書館1Fギャラリーにてブックトークを行い、
各自が何故この本を選んだのかなどを発表した。動画で収録した後、図書館Instagramにアップした。

ﾌﾞｯｸﾊﾝﾃｨﾝｸﾞ ﾌﾞｯｸﾄｰｸ



冬の本展示

2025年度L.E.M.展示企画として、12月２日～２７日まで
「私が思い描く冬」をテーマに展示を行った。
本の選書やPOP作成だけではなく、ポスター作成や、ギャラ
リー展示ブースのデコレーションも行った。



GAIDAI BIBLIOTHECA執筆

年3回発行している、図書館報
「GAIDAI BIBLIOTHECA」。
２０２5年度から新たに、京都市内の個
性的で魅力ある書店を学生が自ら取
材し、最終的に本屋MAPを作成する試
みを開始。
今年度は「丸善京都本店」、「子どもの
本専門店きんだあらんど」、「誠光社」、
「恵文社一乗寺店」など、４店舗の記事
を作成した。2026年度も継続して行っ
ていく。



2021年度よりL.E.M.公式
Instagramを開始。
学生（L.E.M.）・職員の両方
で、日々の図書館の情報やイ
ベントなどの記事を上げてい
る。

Instagram



ミニブックトーク

学生からの提案で、2023年度よ
り、ミーティング時間中にミニブック
トークを開催している。
ミーティングに参加したメンバーが
各自本を持ち寄って、紹介したい
本についてトークを行っている。
本は家から持ち寄るため、図書館
に所蔵の有無に関係なく、マンガ
や絵本なども紹介している。
読んでいる本を通して、お互いが
今、どんなことに興味があるのか、
これまでどんな本を読み、影響を
受けたかなどを知るきっかけとなっ
ている。


